
(57)【要約】

【課題】仮想的または物理的なロボットがあたかも実際

に話しているかのように口を動かすために必要な情報を

生成できるようにする。

【解決手段】　ＴＴＶＳ合成方法は、オーディオ音声単

位特定マークとそのそれぞれの口の動きの軌跡パラメー

タとのマッピング（３２）を確立するステップと、それ

ぞれ継続時間長が付された音声単位特定マークのリスト

を準備するステップと、それぞれの継続時間長がリスト

で特定された、リスト中の各音声単位について、口の動

きの軌跡を表すパラメータ（６０）を連結するステップ

と、連結された口の動きの軌跡パラメータに従って、人

工の口を駆動するための口駆動信号を発生するステップ

（６２）と、を含む。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
テ キ ス ト ビ ジ ュ ア ル 音 声 （ Ｔ Ｔ Ｖ Ｓ ） 合 成 方 法 で あ っ て 、
　 オ ー デ ィ オ 音 声 単 位 特 定 マ ー ク と そ の そ れ ぞ れ の 口 の 動 き の パ ラ メ ー タ と の マ ッ ピ ン グ
を 確 立 す る ス テ ッ プ と 、
　 そ れ ぞ れ 継 続 時 間 長 を 付 し た 音 声 単 位 特 定 マ ー ク の リ ス ト を 準 備 す る ス テ ッ プ と 、
　 そ れ ぞ れ の 継 続 時 間 長 が リ ス ト に 特 定 さ れ た 、 リ ス ト 中 の 各 音 声 単 位 に つ い て 、 口 の 動
き の 軌 跡 を 表 す 口 の 動 き の 軌 跡 パ ラ メ ー タ を 接 続 す る ス テ ッ プ と 、
　 接 続 す る ス テ ッ プ で 接 続 さ れ た 口 の 動 き の 軌 跡 パ ラ メ ー タ に 従 っ て 、 人 工 の 口 を 駆 動 す
る た め の 口 駆 動 信 号 を 発 生 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
そ れ ぞ れ の 継 続 時 間 長 が 前 記 リ ス ト に 特 定 さ れ た 、 人 間 の 自 然 な 音 声 か ら 記 録 さ れ た 部 分
を 接 続 す る こ と に よ り 、 音 声 波 形 を 合 成 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 発 生 す る ス テ ッ プ が 、 前 記 接 続 す る ス テ ッ プ で 接 続 さ れ た 口 の 動 き の 軌 跡 パ ラ メ ー タ
に 従 っ て 、 ロ ボ ッ ト の 口 の 部 品 が 動 く よ う に ア ク チ ュ エ ー タ を 駆 動 す る た め の 信 号 を 発 生
す る ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 確 立 す る ス テ ッ プ が 、
　 そ れ ぞ れ の 音 声 単 位 特 定 マ ー ク に よ る 注 釈 が 付 さ れ た 、 人 間 の 話 者 に よ る オ ー デ ィ オ ビ
ジ ュ ア ル 音 声 コ ー パ ス を 準 備 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 コ ー パ ス を 、 そ れ ぞ れ の 音 声 単 位 特 定 マ ー ク で 印 を つ け
た 複 数 の オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 単 位 に セ グ メ ン ト 化 す る ス テ ッ プ と を 含 み 、 前 記 オ ー デ ィ
オ ビ ジ ュ ア ル 単 位 の 各 々 は 音 声 単 位 と 、 対 応 す る ビ ジ ュ ア ル な 口 の 動 き デ ー タ と を 含 み 、
前 記 確 立 す る ス テ ッ プ は さ ら に 、
　 複 数 の オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 単 位 中 の 口 の 形 状 の 動 き を パ ラ メ ー タ 化 す る ス テ ッ プ と 、
　 各 音 声 単 位 に つ い て の 口 の 形 状 の シ ー ケ ン ス の 特 徴 を 学 習 す る ス テ ッ プ と 、
　 各 音 声 単 位 に つ い て の 口 の 形 状 の シ ー ケ ン ス の 特 徴 を 、 音 声 単 位 か ら ビ ジ ュ ア ル 表 現 へ
の マ ッ ピ ン グ と し て 、 所 定 の 記 憶 装 置 に 記 憶 す る ス テ ッ プ と を 含 む 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３
の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 パ ラ メ ー タ 化 す る ス テ ッ プ が 、 非 侵 襲 的 な 画 像 処 理 技 術 を 用 い て 口 の 形 状 を パ ラ メ ー
タ 化 す る ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 パ ラ メ ー タ 化 す る ス テ ッ プ が 、 非 侵 襲 的 な モ ー シ ョ ン キ ャ プ チ ャ 技 術 を 用 い て 口 の 形
状 を パ ラ メ ー タ 化 す る ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 口 の 形 状 の シ ー ケ ン ス の 特 徴 が 、 部 品 ご と に 組 合 さ れ た 一 組 の 楕 円 セ グ メ ン ト で 表 さ
れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 楕 円 セ グ メ ン ト の 各 々 が 所 定 数 の 点 で 表 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 マ ッ ピ ン グ は 前 記 音 声 単 位 の ビ ジ ュ ア ル 表 現 の 物 理 的 及 び 時 間 的 空 間 を 規 定 す る 、 請
求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 接 続 す る ス テ ッ プ が 、 前 記 リ ス ト で 特 定 さ れ た 音 声 単 位 の 、 時 間 に 依 存 し て 変 化 す る
継 続 時 間 長 に 対 処 す る た め 、 前 記 ビ ジ ュ ア ル 軌 跡 デ ー タ を 線 形 に か つ 時 間 的 に 補 間 す る こ
と に よ っ て 、 口 の 動 き の 軌 跡 パ ラ メ ー タ を 接 続 す る ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方
法 。
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【 請 求 項 １ １ 】
前 記 準 備 す る ス テ ッ プ が 、
　 受 信 し た 音 声 信 号 ま た は 連 結 オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 デ ー タ の 音 声 認 識 を 行 な う ス テ
ッ プ と 、
　 所 定 の 対 話 能 力 に 従 っ て 、 前 記 音 声 認 識 ス テ ッ プ で 認 識 さ れ た テ キ ス ト に 応 答 し て 発 話
さ れ る べ き 応 答 テ キ ス ト を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 そ れ ぞ れ の 継 続 時 間 長 を 付 し た 、 前 記 応 答 テ キ ス ト に 対 応 す る 音 声 単 位 特 定 マ ー ク の リ
ス ト を 準 備 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 音 声 認 識 の ス テ ッ プ が 、 多 言 語 話 し 言 葉 理 解 シ ス テ ム を 用 い て 、 音 声 信 号 を 音 声 認 識
す る ス テ ッ プ を 含 み 、
　 前 記 決 定 す る ス テ ッ プ は 、 所 定 の 多 言 語 対 話 能 力 に 従 っ て 応 答 テ キ ス ト を 決 定 す る ス テ
ッ プ を 含 む 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 行 さ れ る と 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ２ の い ず れ か に 記 載 さ れ た ス テ ッ プ
の 全 て を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る 、 コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 可 能 な プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 話 す ロ ボ ッ ト の 同 期 オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 の 調 音 に 関 し 、 特 に 、 テ キ ス
ト ビ ジ ュ ア ル 音 声 合 成 （ Ｔ ｅ ｘ ｔ － Ｔ ｏ － Ｖ ｉ ｓ ｕ ａ ｌ 　 Ｓ ｐ ｅ ｅ ｃ ｈ 　 Ｓ ｙ ｎ ｔ ｈ ｅ ｓ
ｉ ｓ ： Ｔ Ｔ Ｖ Ｓ ） の 方 法 と そ の テ キ ス ト 音 声 合 成 （ Ｔ Ｔ Ｓ ） シ ス テ ム と の 統 合 に 関 す る も
の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ロ ボ ッ ト は 家 庭 生 活 の 一 部 に な る か も し れ な い 。 ロ ボ ッ ト が 、 例 え ば 話 す こ と な ど 人 と
同 様 な 振 舞 い を す れ ば 、 人 は ロ ボ ッ ト と 協 力 し 合 お う と す る 気 持 ち が 増 し 、 社 会 的 な 関 係
を 築 く 助 け に な る か も し れ な い （ 非 特 許 文 献 １ － ３ を 参 照 ） 。 表 情 豊 か で 親 し み や す い 、
話 す ロ ボ ッ ト シ ス テ ム を 構 築 す る こ と が 好 ま し い で あ ろ う 。 そ こ で ま ず 、 発 声 の 間 の 口 の
動 き の 同 期 に つ い て 着 目 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 人 の 顎 は 口 の 開 閉 を 制 御 す る が 、 こ れ は オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル な 音 声 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン で は 重 要 な 手 が か り で あ る 。 ロ ボ ッ ト で こ れ ら を 実 現 す れ ば 、 音 声 と 同 期 し て 口 が 動 き
、 そ の 結 果 、 ロ ボ ッ ト が 自 分 に 対 し て 話 し か け て い る の だ と 強 く 感 じ る よ う に な る で あ ろ
う 。 ロ ボ ッ ト が あ る 人 に 顔 を 向 け て 話 し て い れ ば 、 そ の 人 は 顎 の 全 て の 視 覚 的 な 手 が か り
を 知 覚 す る こ と が で き 、 実 際 に は 音 声 が ロ ボ ッ ト の ス ピ ー カ ー か ら 出 て い る に も か か わ ら
ず 、 音 声 が ロ ボ ッ ト の 口 か ら 発 せ ら れ た も の と 考 え る 。 顎 の 動 き に 加 え て 唇 の 動 き が あ れ
ば 、 ユ ー ザ と ロ ボ ッ ト と の 関 わ り あ い の レ ベ ル は さ ら に 高 ま る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 人 の 声 道 シ ス テ ム は 、 音 響 信 号 を 生 成 す る た め の 発 声 器 官 （ 肺 及 び 声 帯 ） と 調 音 器 官 （
舌 、 唇 、 歯 及 び 鼻 腔 ） の 動 き を 含 み 、 こ れ を 聴 覚 シ ス テ ム で 知 覚 す る こ と が で き る 。 早 稲
田 大 学 の 研 究 者 ら は 話 す ロ ボ ッ ト を 開 発 し て お り （ Ｗ Ｔ － １ ， Ｗ Ｔ － ２ ， Ｗ Ｔ － ３ ） こ れ
ら は 人 の 音 声 生 成 シ ス テ ム に 基 づ い た も の で あ っ て 、 声 道 器 官 と 調 音 部 と を 含 ん で い る （
非 特 許 文 献 ２ を 参 照 ） 。 著 者 ら は 、 ロ ボ ッ ト が 日 本 語 の 母 音 を か な り 鮮 明 に 発 生 で き 、 全
て の 発 話 が 自 然 に 聞 こ え る と は 言 え な い も の の 、 全 て の 日 本 語 の 子 音 、 ス ト ッ プ 、 摩 擦 音
及 び 鼻 音 を 生 成 で き る 、 と 報 告 し て い る （ 非 特 許 文 献 ２ 、 ４ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 Ｆ ． ハ ラ 、 Ｋ ． エ ン ド ウ 、 及 び Ｓ ． シ ラ タ 、 「 日 本 語 の 母 音 の た め の ロ
ボ ッ ト の 口 の 唇 形 状 制 御 」 Ｒ Ｏ － Ｍ Ａ Ｎ ‘ ９ ７ 、 第 ６ 回 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ロ ボ ッ ト と 人 の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ 、 予 稿 集 、 １ ９ ９ ７ 年 ９ 月 ２ ９ 日 － １ ０ 月 １ 日 （ F.　
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Hara,　 K.　 Endou,　 and　 S.　 Shirata,　 "Lip-configuration　 control　 of　 a　 mouth
　 robot　 for　 Japanese　 vowels,"　 in　 RO-MAN　 '97.　 Proceedings.,　 6th　 IEEE　 In
ternational　 Workshop　 on　 Robot　 and　 Human　 Communication,　 29　 Sept.　 -1　 Oct
.,　 1997）
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Ｔ ． モ チ ダ 、 Ｓ ． ヒ ロ ヤ 、 Ｍ ． ホ ン ダ 、 Ｋ ． ニ シ カ ワ 、 及 び Ａ ． タ カ ニ
シ 、 「 人 の 音 声 の ホ ル マ ン ト 軌 跡 を 模 倣 す る こ と に よ る 、 話 す ロ ボ ッ ト の 調 音 制 御 」 第 ６
回 音 声 生 成 に 関 す る 国 際 セ ミ ナ ー 、 シ ド ニ ー 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 ２ ０ ０ ３ （ T.　 Mochida,
　 S.　 Hiroya,　 M.　 Honda,　 K.　 Nishikawa,　 and　 A.　 Takanishi,　 "Articulatory　 c
ontrol　 on　 talking　 robot　 by　 mimicking　 formant　 trajectories　 of　 human　 spe
ech,"　 in　 6th　 International　 Seminar　 on　 Speech　 Production,　 Sydney,　 Austra
lia,　 2003）
【 非 特 許 文 献 ３ 】 Ｃ ． ブ リ ー ゼ ル 、 Ａ ． エ ッ ジ ン ガ ー 、 Ｐ ． フ ィ ッ ツ パ ト リ ッ ク 、 Ｂ ． ス
カ セ ラ ッ テ ィ 、 及 び Ｐ ． ヴ ァ ル カ フ ス カ イ ア 、 「 ア ニ メ ー ト ビ ジ ョ ン に 対 す る 社 会 的 制 約
」 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ イ ン テ リ ジ ェ ン ト シ ス テ ム ズ 、 第 １ ５ 巻 第 ４ 号 、 ２ ０ ０ ０ 年 （ C.　 Breazel,　
A.　 Edsinger,　 P.　 Fitzpatrick,　 B.　 Scassellati,　 and　 P.　 Varchavskaia,　 "Soci
al　 constraints　 on　 animate　 vision,"　 IEEE　 Intelligent　 Systems,　 vol.　 15,　
no.　 4, 2000）
【 非 特 許 文 献 ４ 】 タ カ ニ シ 研 究 室 「 話 す ロ ボ ッ ト 」 、 ヒ ュ ー マ ノ イ ド ロ ボ ッ ト 研 究 所 、 早
稲 田 大 学 （ Takanishi　 Laboratory,　 "Talking　 robot,"　 Humanoid　 Robotics　 Institu
te,　 Waseda　 University.）
【 非 特 許 文 献 ５ 】 Ａ ． Ｗ ． ブ ラ ッ ク 及 び Ｋ ． Ａ ． レ ン ゾ 「 合 成 音 声 の 構 築 」 http://festv
ox.org.（ A.　 W.　 Black　 and　 K.　 A.　 Lenzo,　 "Building　 synthetic　 voices,"http:
//festvox.org）
【 非 特 許 文 献 ６ 】 Ｔ ． エ ザ ッ ト 、 Ｇ ． ガ イ ガ ー 及 び Ｔ ． ポ ッ ジ オ 、 「 訓 練 可 能 な ビ デ オ 現
実 音 声 ア ニ メ ー シ ョ ン 」 、 Ａ Ｃ Ｍ 　 Ｓ Ｉ Ｇ Ｇ Ｒ Ａ Ｐ Ｈ ２ ０ ０ ２ 予 稿 集 、 サ ン ア ン ト ニ オ 、
テ キ サ ス 、 ２ ０ ０ ２ 年 （ T.　 Ezzat,　 G.　 Geiger,　 and　 T.　 Poggio,　 "Trainable　 vid
eorealistic　 speech　 animation,"　 in　 Proceedings　 of　 ACM　 SIGGRAPH　 2002,　 San
　 Antonio,　 Texas,　 2002）
【 非 特 許 文 献 ７ 】 Ｔ ． エ ザ ッ ト 及 び Ｔ ． ポ ッ ジ オ 、 「 視 覚 素 変 形 に よ る ビ ジ ュ ア ル 音 声 合
成 」 、 コ ン ピ ュ ー タ ビ ジ ョ ン 国 際 ジ ャ ー ナ ル 、 第 ３ ８ 巻 、 ２ ０ ０ ０ 年 （ T.　 Ezzat　 and　
T.　 Poggio,　 "Visual　 speech　 synthesis　 by　 morphing　 visemes,"　 International
　 Journal　 of　 Computer　 Vision,　 vol.　 38,　 2000）
【 非 特 許 文 献 ８ 】 Ｐ ． ホ ン 、 Ｔ ． Ｓ ． フ ア ン 、 及 び Ｘ ． リ ン 、 「 口 の 動 き の 学 習 と 観 察 か
ら の 生 成 」 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ マ ル チ メ デ ィ ア 信 号 処 理 ワ ー ク シ ョ ッ プ 、 １ ９ ９ ８ 年 （ P.　 Hong,　 T
.　 S.　 Huang,　 and　 X.　 Lin,　 "Mouth　 motion　 learning　 and　 generating　 from　 o
bservation,"　 in　 IEEE　 Workshop　 on　 Multimedia　 Signal　 Processing,　 1998）
【 非 特 許 文 献 ９ 】 Ｓ ． ヤ ン グ 、 Ｊ ． オ デ ル 、 Ｄ ． オ ラ ソ ン 、 Ｖ ． ヴ ァ ル チ ェ フ 及 び Ｐ ． ウ
ッ ド ラ ン ド 、 Ｈ Ｔ Ｋ ブ ッ ク 、 ケ ン ブ リ ッ ジ 大 学 出 版 局 、 １ ９ ９ ７ 年 （ S.　 Young,　 J.　 Od
ell,　 D.　 Ollason,　 V.　 Valtchev,　 and　 P.　 Woodland,　 HTK　 Book,　 Cambridge　 Un
iversity　 Press,　 1997）
【 非 特 許 文 献 １ ０ 】 Ｓ ． グ ル ブ ズ 、 Ｋ ． キ ノ シ タ 、 及 び Ｓ ． ヤ ノ 、 「 訓 練 可 能 な 多 変 量 ガ
ウ ス 分 類 辞 を 用 い た 、 ビ デ オ シ ー ケ ン ス か ら の 口 ト ラ ッ キ ン グ 」 Ｐ Ｒ Ｍ Ｕ ２ ０ ０ ３ 、 仙 台
、 日 本 、 ２ ０ ０ ３ 年 （ S.　 Gurbuz,　 K　 Kinoshita,　 and　 S.　 Yano,　 "Mouth　 tracking
　 from　 video　 sequences　 using　 trainable　 multivariate　 gaussian　 classifiers,
"　 in　 PRMU　 2003,　 Sendai,　 Japan,　 2003）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 こ の 発 明 の 目 的 の 一 つ は 、 仮 想 的 ま た は 物 理 的 な ロ ボ ッ ト が そ の 口 を 、 あ た か
も ロ ボ ッ ト が 実 際 に 話 し て い る か の よ う に 動 か す た め に 必 要 な 情 報 を 生 成 可 能 な テ キ ス ト
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ビ ジ ュ ア ル 音 声 合 成 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の 別 の 目 的 は 、 ロ ボ ッ ト が そ の 音 声 と 同 期 し て そ の 口 を 動 か す こ と が で き る 、
テ キ ス ト ビ ジ ュ ア ル 音 声 合 成 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 の 第 一 の 局 面 に よ れ ば 、 テ キ ス ト ビ ジ ュ ア ル 音 声 合 成 方 法 は 、 オ ー デ ィ オ 音 声
単 位 特 定 マ ー ク と そ の そ れ ぞ れ の 口 の 動 き の パ ラ メ ー タ と の マ ッ ピ ン グ を 確 立 す る ス テ ッ
プ と 、 そ れ ぞ れ 継 続 時 間 長 を 付 し た 音 声 単 位 特 定 マ ー ク の リ ス ト を 準 備 す る ス テ ッ プ と 、
そ れ ぞ れ の 継 続 時 間 長 が リ ス ト に 特 定 さ れ た 、 リ ス ト 中 の 各 音 声 単 位 に つ い て 、 口 の 動 き
の 軌 跡 を 表 す 口 の 動 き の 軌 跡 パ ラ メ ー タ を 接 続 す る ス テ ッ プ と 、 接 続 す る ス テ ッ プ で 接 続
さ れ た 口 の 動 き の 軌 跡 パ ラ メ ー タ に 従 っ て 、 人 工 の 口 を 駆 動 す る た め の 口 駆 動 信 号 を 発 生
す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 音 声 単 位 特 定 マ ー ク の リ ス ト が 与 え ら れ る と 、 こ の 方 法 は 、 音 声 単 位 特 定 マ ー ク で 特 定
さ れ た 音 声 単 位 と 、 リ ス ト 中 に 特 定 さ れ た 対 応 の 継 続 時 間 長 と に 対 応 し て 口 の 動 き の 軌 跡
パ ラ メ ー タ を 接 続 す る こ と に よ り 、 口 の 動 き の 軌 跡 パ ラ メ ー タ の 時 系 列 を 準 備 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 こ の 方 法 は 、 そ れ ぞ れ の 継 続 時 間 長 が リ ス ト に 特 定 さ れ た 、 人 間 の 自 然 な
音 声 か ら 記 録 さ れ た 部 分 を 接 続 す る こ と に よ り 、 音 声 波 形 を 合 成 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含
む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 口 の 動 き の 軌 跡 パ ラ メ ー タ と 音 声 の 波 形 と が 共 に リ ス ト に 応 じ て 準 備 さ れ る た め 、 音 声
の 波 形 に 従 っ て 生 成 さ れ た 音 声 は 口 の 動 き の 軌 跡 パ ラ メ ー タ に よ っ て 引 き 起 こ さ れ た 口 の
動 き と 同 期 す る 。 こ の た め 、 例 え ば こ の 発 明 の 方 法 を 実 現 す る 能 力 の あ る ロ ボ ッ ト は 、 適
切 な 口 の 動 き で 話 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 発 生 す る ス テ ッ プ は 、 接 続 す る ス テ ッ プ で 接 続 さ れ た 口 の 動 き の 軌
跡 パ ラ メ ー タ に 従 っ て 、 ロ ボ ッ ト の 口 の 部 品 が 動 く よ う に ア ク チ ュ エ ー タ を 駆 動 す る た め
の 信 号 を 発 生 す る ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 確 立 す る ス テ ッ プ が 、 そ れ ぞ れ の 音 声 単 位 特 定 マ ー ク に よ る 注 釈 が
付 さ れ た 、 人 間 の 話 者 に よ る オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 コ ー パ ス を 準 備 す る ス テ ッ プ と 、
オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 コ ー パ ス を 、 そ れ ぞ れ の 音 声 単 位 特 定 マ ー ク で 印 を つ け た 複 数
の オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 単 位 に セ グ メ ン ト 化 す る ス テ ッ プ と を 含 み 、 オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア
ル 単 位 の 各 々 は 音 声 単 位 と 対 応 す る ビ ジ ュ ア ル な 口 の 動 き デ ー タ と を 含 み 、 確 立 す る ス テ
ッ プ は さ ら に 、 複 数 の オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 単 位 中 の 口 の 形 状 の 動 き を パ ラ メ ー タ 化 す る
ス テ ッ プ と 、 各 音 声 単 位 に つ い て の 口 の 形 状 の シ ー ケ ン ス の 特 徴 を 学 習 す る ス テ ッ プ と 、
各 音 声 単 位 に つ い て の 口 の 形 状 の シ ー ケ ン ス の 特 徴 を 、 音 声 単 位 か ら ビ ジ ュ ア ル 表 現 へ の
マ ッ ピ ン グ と し て 、 所 定 の 記 憶 装 置 に 記 憶 す る ス テ ッ プ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 パ ラ メ ー タ 化 す る ス テ ッ プ は 、 非 侵 襲 的 な 画 像 処 理 技 術 を 用 い て 口 の 形 状 を パ ラ メ ー タ
化 す る ス テ ッ プ を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 パ ラ メ ー タ 化 す る ス テ ッ プ は 、 非 侵 襲 的 な モ ー シ ョ ン キ ャ プ チ ャ 技 術 を 用
い て 口 の 形 状 を パ ラ メ ー タ 化 す る ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 口 の 形 状 の シ ー ケ ン ス の 特 徴 は 、 部 品 ご と に 組 合 さ れ た 一 組 の 楕 円
セ グ メ ン ト で 表 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 楕 円 セ グ メ ン ト の 各 々 が 所 定 数 の 点 で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 マ ッ ピ ン グ は 音 声 単 位 の ビ ジ ュ ア ル 表 現 の 物 理 的 及 び 時 間 的 空 間 を 規 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 ま し く は 、 接 続 す る ス テ ッ プ が 、 リ ス ト で 特 定 さ れ た 音 声 単 位 の 時 間 に 依 存 し て 変 化
す る 継 続 時 間 長 に 対 処 す る た め 、 ビ ジ ュ ア ル 軌 跡 デ ー タ を 線 形 に か つ 時 間 的 に 補 間 す る こ
と に よ っ て 、 口 の 動 き の 軌 跡 パ ラ メ ー タ を 接 続 す る ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 準 備 す る ス テ ッ プ が 、 受 信 し た 音 声 信 号 ま た は 連 結 オ ー デ ィ オ ビ ジ
ュ ア ル 音 声 デ ー タ の 音 声 認 識 を 行 な う ス テ ッ プ と 、 所 定 の 対 話 能 力 に 従 っ て 、 音 声 認 識 ス
テ ッ プ で 認 識 さ れ た テ キ ス ト に 応 答 し て 発 話 さ れ る べ き 応 答 テ キ ス ト を 決 定 す る ス テ ッ プ
と 、 そ れ ぞ れ の 継 続 時 間 長 を 付 し た 、 応 答 テ キ ス ト に 対 応 す る 音 声 単 位 特 定 マ ー ク の リ ス
ト を 準 備 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 音 声 認 識 の ス テ ッ プ が 、 多 言 語 話 し 言 葉 理 解 シ ス テ ム を 用 い て 、 音
声 信 号 を 音 声 認 識 す る ス テ ッ プ を 含 み 、 決 定 す る ス テ ッ プ は 、 所 定 の 多 言 語 対 話 能 力 に 従
っ て 応 答 テ キ ス ト を 決 定 す る ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 発 明 の 第 二 の 局 面 に 従 っ た コ ン ピ ュ ー タ 読 出 可 能 媒 体 は 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 行 さ
れ る と 、 上 述 の 方 法 の い ず れ か に 記 載 さ れ た ス テ ッ プ の 全 て を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る
、 コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 可 能 な プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 － 全 体 構 造 －
　 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 は 、 テ キ ス ト 音 声 （ Ｔ Ｔ Ｓ ） シ ス テ ム を 音 声 単 位 駆 動 の 音 声 調 音
シ ス テ ム と 組 合 せ 、 安 価 で 自 然 に 聞 こ え る シ ス テ ム を 得 よ う と す る も の で あ る 。 話 す ロ ボ
ッ ト の オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 調 音 シ ス テ ム ２ ０ の 概 要 を 図 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ を 参 照 し て 、 こ の 実 施 の 形 態 の シ ス テ ム ２ ０ は 、 人 間 の 話 者 の 記 録 さ れ た 音 声 コ ー
パ ス ３ ０ を 、 隠 れ マ ル コ フ モ デ ル （ Ｈ Ｍ Ｍ ） ベ ー ス の 学 習 能 力 で 分 析 し 、 音 声 単 位 か ら 口
の 軌 跡 へ の パ ラ メ ー タ マ ッ ピ ン グ の デ ー タ ベ ー ス ３ ４ を 構 築 す る た め の パ ラ メ ー タ 化 ユ ニ
ッ ト ３ ２ を 含 み 、 こ の マ ッ ピ ン グ に よ り 、 人 の 発 声 の 音 声 単 位 を 、 口 の 動 き の 軌 跡 を 表 す
口 の パ ラ メ ー タ の 時 系 列 に マ ッ ピ ン グ す る 。 こ の パ ラ メ ー タ 化 ユ ニ ッ ト ３ ２ は オ フ ラ イ ン
で 動 作 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 の シ ス テ ム ２ ０ は さ ら に 、 パ ラ メ ー タ 化 ユ ニ ッ ト ３ ２ で 準 備 さ れ た 音 声
単 位 か ら 口 の 軌 跡 へ の パ ラ メ ー タ マ ッ ピ ン グ の デ ー タ ベ ー ス ３ ４ を 用 い て 、 ロ ボ ッ ト 頭 部
の た め に 、 オ ン ラ イ ン オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 を 音 響 的 か つ 視 覚 的 に 調 音 す る た め の 、
オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 生 成 シ ス テ ム ３ ６ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 動 く 口 ７ ２ を 有 す る ヒ ュ ー マ ノ イ ド ロ ボ ッ ト の 頭 部 ７ ０ を 示 す 。 図 ３ は 各 々 が モ
ー タ ９ ０ 、 ９ ２ 、 ９ ４ 等 の ア ク チ ュ エ ー タ で 駆 動 さ れ る 上 唇 及 び 下 唇 を 含 む 、 口 の 部 品 ８
０ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 再 び 図 １ を 参 照 し て 、 オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 コ ー パ ス ３ ０ は 、 被 験 者 が 選 択 さ れ た
発 話 の 組 を 発 音 し た も の を 予 め 記 録 し た コ ー パ ス で あ る 。 選 択 さ れ た 発 話 の 各 々 は 、 各 々
一 つ の 音 声 単 位 を 音 響 的 に も 視 覚 的 に も 明 瞭 に 実 現 す る よ う に 、 か つ 、 結 果 と し て 得 ら れ
る 音 声 デ ー タ が 音 声 バ ラ ン ス の と れ た も の で あ る よ う に 選 ば れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 パ ラ メ ー タ 化 ユ ニ ッ ト ３ ２ は 、 オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 コ ー パ ス ３ ０ か ら の 音 声 単 位
の 視 覚 的 表 現 の 、 形 状 の シ ー ケ ン ス を 抽 出 す る た め の 音 素 － 視 覚 音 声 分 析 及 び セ グ メ ン ト
化 モ ジ ュ ー ル ４ ０ と 、 各 音 声 単 位 に つ い て 口 の 形 状 の シ ー ケ ン ス の 特 徴 を 学 習 し 、 こ れ を
音 声 単 位 （ 音 素 ま た は ｎ フ ォ ン ） か ら 視 覚 的 表 現 へ の マ ッ ピ ン グ と し て 、 デ ー タ ベ ー ス ３
４ に 記 憶 す る た め の 口 輪 郭 パ ラ メ ー タ 化 モ ジ ュ ー ル ４ ２ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 パ ラ メ ー タ 化 は 、 一 個 の Ｃ Ｃ Ｄ （ 電 荷 結 合 素 子 ） カ メ ラ ま た は 立 体 視 シ ス テ ム 等 の 非 侵
襲 的 な 、 唇 の ト ラ ッ キ ン グ 技 術 を 用 い て 、 ま た は 光 セ ン サ や 電 磁 調 音 （ Ｅ Ｍ Ａ ） シ ス テ ム
を 用 い た ３ Ｄ モ ー シ ョ ン キ ャ プ チ ャ シ ス テ ム 等 の 侵 襲 的 技 術 で 、 実 現 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 好 ま し く は 、 パ ラ メ ー タ 化 す る ス テ ッ プ は 非 侵 襲 的 な モ ー シ ョ ン キ ャ プ チ ャ 技 術 を 用 い
て 口 の 形 状 を パ ラ メ ー タ 化 す る ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 生 成 シ ス テ ム ３ ６ は 、 多 言 語 音 声 認 識 部 及 び 話 し 言 葉 を 理 解
す る 能 力 を 有 す る オ ー デ ィ オ ま た は オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 言 語 イ ン タ ー フ ェ ー ス ５ ０ と 、
多 言 語 対 話 管 理 能 力 を 有 し 、 言 語 イ ン タ ー フ ェ ー ス ５ ０ の 出 力 に 応 答 し て 音 声 単 位 マ ー ク
の リ ス ト と そ の 継 続 時 間 長 と を 含 む 応 答 テ キ ス ト を 生 成 す る た め の 音 素 テ キ ス ト 応 答 生 成
部 ５ ２ と 、 音 素 テ キ ス ト 応 答 生 成 部 ５ ２ の 応 答 デ ー タ に 従 っ て 、 人 の 自 然 な 音 声 か ら 記 録
さ れ た 部 分 波 形 を 接 続 す る こ と に よ っ て 、 音 声 波 形 を 合 成 す る た め の 接 続 型 Ｔ Ｔ Ｓ シ ス テ
ム ５ ６ と 、 音 素 テ キ ス ト 応 答 生 成 部 ５ ２ の 応 答 デ ー タ と デ ー タ ベ ー ス 中 の マ ッ ピ ン グ デ ー
タ と に 従 っ て 、 ロ ボ ッ ト 頭 部 の 口 部 品 を 駆 動 す る Ｔ Ｔ Ｖ Ｓ シ ス テ ム ５ ４ と を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 Ｔ Ｔ Ｖ Ｓ シ ス テ ム ５ ４ は 、 音 素 テ キ ス ト 応 答 生 成 部 ５ ２ の 応 答 デ ー タ に 従 っ て 口 の パ ラ
メ ー タ を 合 成 す る た め の 、 音 声 単 位 か ら の 軌 跡 合 成 部 ６ ０ と 、 音 声 単 位 か ら の 軌 跡 合 成 部
６ ０ か ら の 口 の パ ラ メ ー タ に 従 っ て 、 口 の ア ク チ ュ エ ー タ を 駆 動 す る た め の コ マ ン ド を 生
成 す る コ マ ン ド シ ス テ ム ６ ２ と 、 コ マ ン ド シ ス テ ム ６ ２ か ら の コ マ ン ド に 従 っ て ロ ボ ッ ト
の 口 部 品 を 動 か す た め の 口 ア ク チ ュ エ ー タ （ モ ー タ 及 び 付 属 の 回 路 ） ６ ４ と を 含 む 。 Ｔ Ｔ
Ｓ シ ス テ ム ５ ６ と Ｔ Ｔ Ｖ Ｓ シ ス テ ム ５ ４ と は 音 素 テ キ ス ト 応 答 生 成 部 ５ ２ か ら の 同 じ デ ー
タ に 応 答 し て 並 列 に 動 作 す る の で 、 口 ア ク チ ュ エ ー タ ６ ４ に よ っ て 引 き 起 さ れ る 口 の 動 き
と Ｔ Ｔ Ｓ シ ス テ ム ５ ６ に よ っ て 生 成 さ れ る 音 声 と は 同 期 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 － 動 作 －
　 オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 調 音 シ ス テ ム ２ ０ は 以 下 の よ う に 動 作 す る 。 オ ー デ ィ オ ビ ジ
ュ ア ル 音 声 コ ー パ ス ３ ０ は 準 備 さ れ て い る も の と 仮 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 音 素 － 視 覚 音 声 分 析 及 び セ グ メ ン ト 化 モ ジ ュ ー ル ４ ０ は ま ず 、 オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音
声 コ ー パ ス ３ ０ の 音 声 デ ー タ か ら 生 成 さ れ た オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 コ ー パ ス ３ ０ を 分
析 し 、 各 音 声 単 位 と そ の 関 連 の 口 の 動 き の 視 覚 的 デ ー タ と を セ グ メ ン ト 化 す る 。 口 輪 郭 パ
ラ メ ー タ 化 モ ジ ュ ー ル ４ ２ は 、 Ｈ Ｍ Ｍ ベ ー ス の 機 械 学 習 技 術 で 、 音 声 単 位 と 、 口 の 動 き の
軌 跡 を 表 す 口 パ ラ メ ー タ の 時 系 列 と の マ ッ ピ ン グ を 生 成 す る 。 こ れ に よ っ て デ ー タ ベ ー ス
３ ４ が 作 ら れ る 。 デ ー タ ベ ー ス ３ ４ が オ フ ラ イ ン で 準 備 さ れ る と 、 オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル
音 声 生 成 シ ス テ ム ３ ６ は Ｔ Ｔ Ｓ シ ス テ ム ５ ６ と と も に 、 音 響 的 か つ 視 覚 的 に 、 オ ン ラ イ ン
の オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 を 調 音 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 言 語 イ ン タ ー フ ェ ー ス ５ ０ は 音 声 信 号 ま た は 音 声 と 映 像 と が 結 合 し た 音 声 信 号 を 受 信 し
、 音 声 を 認 識 し て 、 認 識 さ れ た テ キ ス ト を 音 素 テ キ ス ト 応 答 生 成 部 ５ ２ に 与 え る 。 こ れ に
応 答 し て 、 音 素 テ キ ス ト 応 答 生 成 部 ５ ２ は そ の 対 話 能 力 に 従 っ て 応 答 テ キ ス ト を 生 成 し 、
音 声 単 位 の リ ス ト を 含 む こ の 応 答 テ キ ス ト を 、 各 音 声 単 位 の 継 続 時 間 長 と と も に 、 音 声 単
位 か ら の 軌 跡 合 成 部 ６ ０ と Ｔ Ｔ Ｓ シ ス テ ム ５ ６ と に 与 え る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 接 続 型 Ｔ Ｔ Ｓ シ ス テ ム ５ ６ は 人 の 自 然 な 音 声 か ら 記 録 し た 部 分 波 形 を 、 音 素 テ キ ス ト 応
答 生 成 部 ５ ２ か ら 与 え ら れ た リ ス ト に 従 っ て 接 続 し 、 波 形 を 合 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 同 じ 接 続 合 成 の 概 念 を 用 い て 、 音 声 単 位 か ら の 軌 跡 合 成 部 ６ ０ は 視 覚 的 な 音 声 パ ラ メ ー
タ の シ ー ケ ン ス を 生 成 す る こ と が で き る 。 視 覚 的 な 音 声 パ ラ メ ー タ は 、 基 本 的 に は 、 音 素
テ キ ス ト 応 答 生 成 部 ５ ２ か ら 与 え ら れ た リ ス ト 中 の 各 音 声 単 位 に つ い て の 口 の 動 き の 軌 跡
を 表 す 口 の パ ラ メ ー タ の 時 系 列 を 適 切 に 接 続 し た も の で あ る 。 コ マ ン ド シ ス テ ム ６ ２ は 音
声 単 位 か ら の 軌 跡 合 成 部 ６ ０ か ら 与 え ら れ た 口 の パ ラ メ ー タ に 従 っ て ア ク チ ュ エ ー タ コ マ
ン ド を 生 成 し 、 コ マ ン ド を そ れ ぞ れ の 口 ア ク チ ュ エ ー タ ６ ４ に 与 え る の で 、 ア ク チ ュ エ ー
タ は ロ ボ ッ ト 頭 部 の 口 の そ れ ぞ れ の 部 品 を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ う し て 、 Ｔ Ｔ Ｖ Ｓ シ ス テ ム ５ ４ を 備 え た ヒ ュ ー マ ノ イ ド ロ ボ ッ ト は も と の オ ー デ ィ オ
ビ ジ ュ ア ル 音 声 コ ー パ ス ３ ０ に 記 録 さ れ た も の に 限 ら れ ず 、 全 く 新 し い 発 話 を 生 成 す る こ
と が で き る 。 こ の 能 力 を 備 え た こ と に よ り 、 ロ ボ ッ ト は 人 の 音 声 を 頑 健 に エ ミ ュ レ ー ト す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 － モ ジ ュ ー ル 機 能 の 詳 細 －
　 ＜ オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 コ ー パ ス ３ ０ ＞
　 オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 分 析 は 、 選 択 さ れ た 発 話 の 組 を 被 験 者 が 発 音 し た 、 オ ー デ ィ
オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 コ ー パ ス ３ ０ を 必 要 と す る 。 選 択 さ れ た 発 話 の 各 々 は 、 一 つ の 音 声 単 位
を 音 響 的 に も 視 覚 的 に も 明 瞭 に 実 現 す る よ う に 選 ば れ る 。 音 声 単 位 と ビ ジ ュ ア ル と を 一 対
一 に マ ッ ピ ン グ す る と い う 考 え 方 は 、 音 声 合 成 の 際 に 入 力 テ キ ス ト に 対 応 す る 音 声 単 位 の
ス ト リ ー ム （ 音 素 ま た は ダ イ フ ォ ン ） を 生 成 す る 接 続 型 Ｔ Ｔ Ｓ シ ス テ ム の 自 然 言 語 処 理 ユ
ニ ッ ト （ Ｎ Ｌ Ｐ ） に は 合 理 的 な ア プ ロ ー チ で あ る 。 従 っ て 、 合 成 さ れ た ビ ジ ュ ア ル ス ト リ
ー ム を 生 成 す る た め に は 、 音 声 単 位 か ら 視 覚 表 現 へ の マ ッ ピ ン グ が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 音 声 単 位 の 視 覚 的 表 現 と は 、 唇 の 形 状 の 組 に 属 す る パ ラ メ ー タ の 組 で あ り 、 一 方 視 覚 素
（ ｖ ｉ ｓ ｅ ｍ ｅ ） 表 現 と は 、 単 一 の 静 止 し た 唇 の 形 状 で あ る 。 こ こ で は 音 声 単 位 と そ れ ら
の 視 覚 的 表 現 と の 一 対 一 マ ッ ピ ン グ を 選 択 し 、 円 滑 さ を 保 つ と と も に 視 覚 的 接 続 の 問 題 を
最 小 化 し た 。 視 覚 的 調 音 運 動 合 成 シ ス テ ム は 、 音 声 単 位 の リ ス ト と そ の 継 続 時 間 長 と を あ
わ せ て 入 力 と し 、 所 与 の 継 続 時 間 長 で の 視 覚 的 音 声 の 動 き を 、 視 覚 的 表 現 の 部 分 ご と の 線
形 補 間 に よ っ て 生 成 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 非 特 許 文 献 ５ で は 、 音 声 単 位 を 接 続 す る 接 続 型 波 形 合 成 に は 、 あ る 音 素 か ら 次 の 音 素 へ
の 変 更 箇 所 で 遷 移 の 問 題 が あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る が 、 こ れ は 音 声 単 位 の 始 ま り と 終 わ
り と が 波 形 の 最 も 安 定 し な い 部 分 だ か ら で あ る 。 他 方 で 、 ダ イ フ ォ ン を 接 続 す る （ あ る 音
素 の 真 中 を 次 の 音 素 の 真 中 と 接 続 す る ） 合 成 部 は 、 信 号 を よ り 安 定 し た 部 分 で 接 続 す る 。
も ち ろ ん 、 こ う す る こ と で 音 声 単 位 の 数 は 音 声 単 位 の 数 の 二 乗 だ け 増 加 す る 。 必 要 と さ れ
る 音 素 の 数 は 言 語 に よ っ て か な り 変 わ る 。 例 え ば 、 日 本 語 に は 約 ２ ５ の 単 音 が あ る た め 、
ダ イ フ ォ ン は 約 ６ ２ ５ と な る が 、 英 語 に は 約 ４ ０ の 音 声 単 位 が あ る の で 、 ダ イ フ ォ ン は 約
１ ６ ０ ０ と な る 。 ま た 、 全 て の ダ イ フ ォ ン が 事 実 上 同 じ で は な い こ と が 報 告 さ れ て お り 、
従 っ て 今 日 の 「 ダ イ フ ォ ン 」 合 成 の ほ と ん ど は 幾 つ か の 通 常 生 じ る ト ラ イ フ ォ ン お よ び ｎ
フ ォ ン ク ラ ス タ を 含 ん で い る 。 こ の た め 、 こ こ で は 、 オ ー デ ィ オ と ビ ジ ュ ア ル の 音 声 情 報
間 の 相 関 を 保 つ た め 、 Ｔ Ｔ Ｓ シ ス テ ム で 用 い ら れ る 音 声 単 位 と そ れ ら に 対 応 す る 視 覚 的 表
現 と の 一 対 一 の マ ッ ピ ン グ を 生 成 し た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ＜ 音 素 － 視 覚 音 声 分 析 及 び セ グ メ ン ト 化 モ ジ ュ ー ル ４ ０ ＞
　 顔 の 動 き の 分 析 、 特 に 口 の 動 き の 分 析 は 、 オ ー デ ィ オ － ビ ジ ュ ア ル 音 声 知 覚 （ ａ ｕ ｄ ｉ
ｏ 　 ｖ ｉ ｓ ｕ ａ ｌ 　 ｓ ｐ ｅ ｅ ｃ ｈ 　 ｐ ｅ ｒ ｃ ｅ ｐ ｔ ｉ ｏ ｎ ： Ａ Ｖ Ｓ Ｐ ） 、 顔 の ア ニ メ ー シ
ョ ン 、 及 び 話 す ロ ボ ッ ト の 研 究 に お い て 重 要 な 主 題 で あ る 。 顔 の ア ニ メ ー シ ョ ン の 応 用 に
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つ い て は 、 音 声 単 位 ― 視 覚 的 音 声 分 析 に 関 し 様 々 な ア プ ロ ー チ が あ る 。 エ ザ ッ ト ら は そ の
オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 合 成 部 に 、 音 声 単 位 の 単 一 の 視 覚 素 表 現 を 、 手 動 で 分 析 し 選 択
す る こ と に よ っ て 用 い て い る （ 非 特 許 文 献 ６ 、 ７ を 参 照 ） 。 そ の 後 、 全 て の 視 覚 素 か ら 一
つ お き の 視 覚 素 へ の 対 応 を 光 学 的 フ ロ ー 法 を 用 い て 自 動 的 に 計 算 し 、 視 覚 素 の 遷 移 を 接 続
す る こ と に よ っ て 視 覚 的 発 話 を 構 築 し て い る 。 著 者 ら は 、 こ の ア プ ロ ー チ が 視 覚 ド メ イ ン
で の 同 時 調 音 を 扱 っ て お ら ず 、 結 果 と し て 唇 の 動 き の 過 剰 調 音 に つ な が っ た こ と を 報 告 し
て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ホ ン ら は 、 鼻 孔 、 唇 、 及 び 頬 を 含 む 、 顔 の 下 部 を カ バ ー す る ２ Ｄ の テ ン プ レ ー ト モ デ ル
を 用 い て い る （ 非 特 許 文 献 ８ を 参 照 ） 。 こ の モ デ ル を 自 然 な 顔 と 一 致 さ せ る た め に 、 特 徴
点 と 特 徴 領 域 と を 手 動 で 一 致 さ せ た 。 そ の 後 、 自 然 な 顔 の 特 徴 点 を 、 エ ッ ジ 検 出 技 術 を 用
い て ト ラ ッ キ ン グ し た 。 次 に 、 観 察 さ れ た モ デ ル の シ ー ケ ン ス に Ｐ Ｃ Ａ （ Ｐ ｒ ｉ ｎ ｃ ｉ ｐ
ａ ｌ 　 Ｃ ｏ ｍ ｐ ｏ ｎ ｅ ｎ ｔ 　 Ａ ｎ ａ ｌ ｙ ｓ ｉ ｓ ： 主 成 分 分 析 ） を 行 な っ て 合 成 の た め の 口
の 動 き 空 間 を 構 築 し た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 輪 郭 に よ る パ ラ メ ー タ 化 方 法 を 用 い る 。 こ の 場 合 、 制 御 さ れ た ビ デ
オ コ ー パ ス デ ー タ か ら 口 の 動 き を 引 出 す こ と が で き 、 各 フ レ ー ム の 唇 の 外 側 の 輪 郭 に よ っ
て 、 口 の 形 状 を 一 組 の 部 品 ご と に 組 合 せ た 楕 円 形 状 で パ ラ メ ー タ 化 し て 表 す こ と が で き る
。 音 素 － 視 覚 音 声 分 析 及 び セ グ メ ン ト 化 モ ジ ュ ー ル ４ ０ は オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル コ ー パ ス
デ ー タ か ら 音 声 単 位 の 視 覚 的 表 現 の 形 状 ベ ー ス の シ ー ケ ン ス を 抽 出 す る 。 口 の 形 状 の シ ー
ケ ン ス の 特 徴 は 、 各 音 声 単 位 に つ い て 口 輪 郭 パ ラ メ ー タ 化 モ ジ ュ ー ル ４ ２ で 学 習 さ れ 、 音
声 単 位 （ 音 素 ま た は ｎ フ ォ ン ） か ら 視 覚 表 現 へ の マ ッ ピ ン グ と し て デ ー タ ベ ー ス ３ ４ に 記
憶 さ れ る 。 マ ッ ピ ン グ は 音 声 単 位 の 視 覚 的 表 現 の 物 理 的 時 間 的 空 間 を 規 定 す る 。 音 声 単 位
の 継 続 時 間 長 の 変 化 は 視 覚 的 表 現 の 線 形 時 間 補 間 （ ア ッ プ サ ン プ リ ン グ ま た は ダ ウ ン サ ン
プ リ ン グ ） に よ っ て 対 処 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 音 声 単 位 を コ ー パ ス 中 の そ れ ら の 視 覚 的 表 現 に マ ッ ピ ン グ で き る よ う に す る た め に は 、
オ ー デ ィ オ の ア ラ イ メ ン ト （ ラ ベ ル 付 け ） が 必 要 で あ る 。 こ の よ う な ア ラ イ メ ン ト は 手 作
業 で 、 ま た は 隠 れ マ ル コ フ モ デ ル ベ ー ス （ Ｈ Ｍ Ｍ ベ ー ス ） の 機 械 学 習 シ ス テ ム に よ っ て 行
な う こ と が で き る （ 非 特 許 文 献 ９ を 参 照 ） 。 テ キ ス ト の 書 き 起 こ し 文 と そ れ に 関 連 の オ ー
デ ィ オ シ ー ケ ン ス と が 与 え ら れ る と 、 ア ラ イ メ ン ト シ ス テ ム は Ｈ Ｍ Ｍ ベ ー ス の 強 制 的 ビ タ
ビ 検 索 プ ロ グ ラ ム を 用 い る こ と が で き 、 そ の 目 的 は 、 音 声 単 位 の 境 界 の 、 視 覚 的 表 現 へ の
マ ッ ピ ン グ に 最 適 な 開 始 点 と 終 了 点 と を 見 出 す こ と で あ る 。 こ の 発 明 の 視 覚 的 表 現 へ の マ
ッ ピ ン グ は 、 以 下 で 説 明 す る パ ラ メ ー タ 化 さ れ た 口 の 輪 郭 に 基 づ く も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ＜ 口 輪 郭 の パ ラ メ ー タ 化 ＞
　 口 輪 郭 パ ラ メ ー タ 化 モ ジ ュ ー ル ４ ２ で は 、 発 明 者 が 用 意 し た 口 ト ラ ッ キ ン グ ア ル ゴ リ ズ
ム が 口 領 域 を ト ラ ッ キ ン グ す る （ 非 特 許 文 献 １ ０ を 参 照 ） 。 話 者 の 口 の 外 側 の エ ッ ジ が 方
向 付 で 検 出 さ れ る 。 そ の 後 唇 の 輪 郭 が 、 エ ッ ジ デ ー タ の セ グ メ ン ト か ら 得 ら れ る 楕 円 を 一
部 分 ず つ 接 続 す る こ と に よ り パ ラ メ ー タ 化 さ れ る 。 以 下 の 一 般 的 な 二 次 方 程 式 に 対 応 す る
パ ラ メ ー タ 化 輪 郭 が 見 出 さ れ る 。
ａ ｘ ２ ＋ ｂ ｘ ｙ ＋ ｃ ｙ ２ ＋ ｄ ｘ ＋ ｅ ｙ ＋ ｆ ＝ ０
こ こ で ａ ， ｂ ， … ｆ は 定 数 で あ り 、 ａ 及 び ｃ は ゼ ロ で な い 。 上 唇 は 全 体 が パ ラ メ ー タ 化 さ
れ 、 下 唇 の 輪 郭 は 、 話 す と き の 唇 の 変 形 の た め 、 ３ つ の 等 し く 重 な る サ ブ 輪 郭 に 分 け ら れ
る 。 ト レ ー ス さ れ た 唇 の 輪 郭 の セ グ メ ン ト に 対 す る デ ー タ サ ン プ ル の ２ Ｄ 位 置 を 以 下 の よ
う に 表 す こ と と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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【 数 １ 】
　
　
　
　 こ の 行 列 表 現 で 楕 円 パ ラ メ ー タ の 推 定 に 用 い ら れ る 基 本 的 な 形 は Ｍ × ｑ ＝ ０ で あ る 。 た
だ し ｑ ＝ （ ａ 　 ｂ 　 ｃ 　 ｄ 　 ｅ 　 ｄ 　 ｆ ） Ｔ で あ る 。 Ｍ の 次 元 は 、 セ グ メ ン ト 内 の 点 の 数
Ｎ に ６ を 乗 じ た も の （ Ｎ × ６ ） で あ る 。 Ｍ の 各 行 は セ グ メ ン ト 中 の 一 点 に 相 当 す る 。 各 輪
郭 の パ ラ メ ー タ を そ の 後 最 小 二 乗 法 に よ っ て 解 き 、 ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ， ｅ 及 び ｆ を 得 る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ＜ 垂 直 方 向 及 び 横 方 向 の 顎 の 動 き の 視 覚 的 軌 跡 マ ッ ピ ン グ ＞
　 垂 直 方 向 及 び 横 方 向 の 顎 の 動 き に つ い て は 、 ４ 個 の 楕 円 部 分 か ら な る 唇 空 間 を 顎 の 垂 直
方 向 及 び 横 方 向 の 動 き に 変 換 す る 必 要 が あ る 。 垂 直 方 向 の 動 き は 図 ４ に 示 す と お り 、 開 口
１ ０ ０ の 高 さ ｈ （ ｔ ） を 用 い て モ デ ル 化 で き 、 一 方 、 横 方 向 の 動 き α （ ｔ ） は 図 ５ 及 び ６
に 示 す 開 口 １ １ ０ 及 び １ ２ ０ で 示 さ れ る い ず れ か の 側 へ の 下 唇 の 歪 み 角 で 特 徴 付 け る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ＜ 唇 構 造 の 視 覚 的 軌 跡 マ ッ ピ ン グ ＞
　 推 定 さ れ た 口 パ ラ メ ー タ を 用 い て 、 各 セ グ メ ン ト に つ い て パ ラ メ ー タ 化 唇 輪 郭 記 述 が 生
成 さ れ る 。 こ の よ う に し て 生 成 さ れ た パ ラ メ ー タ 形 状 は 、 重 複 す る セ グ メ ン ト を 平 均 化 す
る こ と に よ っ て 組 合 さ れ る 。 こ の た め 、 最 終 的 な 組 合 さ れ た パ ラ メ ー タ 化 唇 輪 郭 形 状 が 結
果 と し て 得 ら れ る 。 各 楕 円 セ グ メ ン ト を 表 す の に は ５ 個 の 点 で 十 分 で あ り 、 こ れ に よ っ て
デ ー タ 量 を か な り 削 減 す る こ と が で き 、 唇 の 動 き を 構 造 化 し た 表 現 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 組 合 さ れ た パ ラ メ ー タ 化 唇 輪 郭 の 十 分 な デ ー タ ポ イ ン ト は さ ら に 、 視 覚 的 な 音 声 の 調 音
の た め に 唇 構 造 を 制 御 す る た め に サ ブ サ ン プ リ ン グ す る こ と が で き る 。 図 ７ は 唇 構 造 １ ３
０ の サ ブ サ ン プ リ ン グ さ れ た 制 御 点 １ ４ ０ 、 １ ４ ２ 、 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ 、 １ ４ ８ 、 １ ５ ０ 、
１ ５ ２ 及 び １ ５ ４ を 示 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ＜ 唇 構 造 及 び 顎 の 視 覚 的 制 御 ＞
　 顎 と 唇 構 造 は モ ー タ （ 口 ア ク チ ュ エ ー タ ６ ４ ） に よ っ て 制 御 さ れ る 。 モ ー タ に は 精 密 な
エ ン コ ー ダ （ 図 示 せ ず ） が 備 え ら れ る 。 エ ン コ ー ダ は モ ー タ の 回 転 角 度 を 監 視 し Ｐ Ｉ Ｄ フ
ィ ー ド バ ッ ク 制 御 に 用 い る 。 Ｐ Ｉ Ｄ 利 得 係 数 が 自 動 的 に 定 め ら れ 、 そ の 後 最 適 化 さ れ る 。
ロ ボ ッ ト の オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル な 発 話 機 構 は 、 ２ つ の 独 立 し た シ ス テ ム 、 Ｔ Ｔ Ｓ と Ｔ Ｔ
Ｖ Ｓ と を ま と め た も の と 見 る こ と が で き 、 こ れ ら は 同 期 し て 働 く 。 波 形 合 成 の 間 、 音 素 テ
キ ス ト 応 答 生 成 部 ５ ２ は 音 声 単 位 の 識 別 マ ー ク と そ の 継 続 時 間 長 と を Ｔ Ｔ Ｖ Ｓ シ ス テ ム ５
４ と Ｔ Ｔ Ｓ シ ス テ ム ５ ６ と に 渡 し て 、 Ｔ Ｔ Ｖ Ｓ シ ス テ ム ５ ４ に 視 覚 的 な 音 声 の 動 き を 合 成
さ せ る 。 そ の 後 、 顎 の 動 き が Ｔ Ｔ Ｓ シ ス テ ム ５ ６ に よ っ て 生 成 さ れ た オ ー デ ィ オ 音 声 信 号
に 同 期 し て 作 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ロ ボ ッ ト は 、 映 像 中 の ア ニ メ ー シ ョ ン に よ る ロ ボ ッ ト 頭 部 で も よ い 。 動 画 を 動 か す た め
に 、 Ｎ Ｔ Ｓ Ｃ （ Ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｔ ｅ ｌ ｅ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ 　 Ｃ ｏ ｍ ｍ ｉ ｔ
ｔ ｅ ｅ ） の Ｔ Ｖ （ テ レ ビ ジ ョ ン ） 規 格 で は 毎 秒 ３ ０ フ レ ー ム （ ｆ ｐ ｓ ） を 用 い て お り 、 Ｐ
Ａ Ｌ （ Ｐ ｈ ａ ｓ ｅ － Ａ ｌ ｔ ｅ ｒ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 ｌ ｉ ｎ ｅ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ） Ｔ Ｖ 規 格 で は ２
５ ｆ ｐ ｓ を 用 い る 。 人 間 の 視 覚 シ ス テ ム （ Ｈ ｕ ｍ ａ ｎ 　 Ｖ ｉ ｓ ｕ ａ ｌ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ： Ｈ
Ｖ Ｓ ） が 滑 ら か と 感 ず る 動 き を 生 成 す る た め に は 、 少 な く と も 毎 秒 １ ５ か ら １ ６ フ レ ー ム
（ ｆ ｐ ｓ ） の 最 小 フ レ ー ム レ ー ト が 必 要 と さ れ る の で 、 最 小 フ レ ー ム レ ー ト 要 件 よ り 高 い
口 モ ー タ ス テ ッ プ の 時 間 間 隔 で 動 作 さ せ る こ と に よ り 、 ギ ク シ ャ ク し な い 滑 ら か な 口 の 動
き を 複 製 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ＜ ロ ボ ッ ト の 顎 の 視 覚 的 制 御 ＞

10

20

30

40

50

(10) JP 2006-21273 A 2006.1.26



　 視 覚 制 御 シ ス テ ム は コ ン ピ ュ ー タ （ 図 示 せ ず ） と モ ー タ ド ラ イ バ と を 含 む 。 市 販 の ソ フ
ト ウ ェ ア を 用 い て 顎 モ ー タ を 制 御 し て も よ い 。 好 ま し く は モ ー タ に は 精 密 な エ ン コ ー ダ が
備 え ら れ 、 こ れ が そ の 回 転 角 度 を 監 視 し Ｐ Ｉ Ｄ フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 に 用 い る 。 Ｐ Ｉ Ｄ 利 得
係 数 が 自 動 的 に 定 め ら れ 、 そ の 後 マ ニ ュ ア ル で 最 適 化 さ れ る 。 シ ス テ ム は 最 大 で １ ２ ０ Ｈ
ｚ の フ ィ ー ド バ ッ ク サ イ ク ル で 動 作 可 能 で あ る 。 視 覚 情 報 は ビ デ オ 装 置 を 用 い て 毎 秒 ３ ０
フ レ ー ム （ ｆ ｐ ｓ ） で 記 録 さ れ る の で 、 こ の シ ス テ ム を 同 じ 速 度 （ ３ ０ Ｈ ｚ サ イ ク ル ） で
動 作 さ せ て オ ー デ ィ オ 波 形 と 顎 の 動 き と を 同 期 さ せ る 。 図 ８ は 線 １ ７ ０ で 示 さ れ る タ ー ゲ
ッ ト 位 置 に 対 し 、 線 １ ７ ２ で 示 さ れ る シ ス テ ム 応 答 が 約 ３ ０ ミ リ 秒 遅 延 し て い る こ と を 示
す が 、 こ れ は オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 知 覚 で は 妥 当 な も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 唇 が 同 期 し て い な い こ と は 、 オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル な 音 声 の 知 覚 の 質 を 大 い に 損 な う 。
図 ９ は 人 の 話 者 が あ る 文 を 発 話 す る 際 の 、 口 の 開 き （ 上 ： 線 １ ８ ０ で 示 す ） と オ ー デ ィ オ
波 形 （ 下 ： 線 １ ８ ２ で 示 す ） と を 同 時 に プ ロ ッ ト し た も の で あ る 。 図 ９ で 見 ら れ る よ う に
、 音 声 領 域 １ ９ ２ は 通 常 、 あ る 遅 延 １ ９ ０ を も っ て 最 初 の 口 の 動 き に 追 従 す る 。 こ の 実 施
の 形 態 に よ る 、 音 声 単 位 か ら 視 覚 表 現 へ の マ ッ ピ ン グ で は 、 オ ー デ ィ オ 波 形 と ビ ジ ュ ア ル
な 音 声 の 動 き と の 相 関 が 図 ９ に 示 す と お り 保 存 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 音 声 単 位 は Ｔ Ｔ Ｓ シ ス テ ム ５ ６ に よ り 、 音 素 で あ っ て も 、 ダ イ フ ォ ン で あ っ て も 、 ｎ フ
ォ ン で あ っ て も よ く 、 ま た は こ れ ら の 組 合 せ で あ っ て も よ い 。 音 声 対 ビ ジ ュ ア ル マ ッ ピ ン
グ は 一 対 一 で あ っ て 、 英 語 の 場 合 、 ダ イ フ ォ ン に つ い て 記 録 す る 必 要 の あ る コ ー パ ス ３ ０
の サ イ ズ は 約 １ ６ ０ ０ 発 話 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ロ ボ ッ ト の オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル な 発 話 機 構 は 、 ２ つ の 独 立 し た シ ス テ ム 、 Ｔ Ｔ Ｓ シ ス
テ ム ５ ６ と Ｔ Ｔ Ｖ Ｓ シ ス テ ム ５ ４ と を ま と め た も の と 見 る こ と が で き 、 こ れ ら は 同 期 し て
働 く 。 波 形 合 成 の 際 、 Ｔ Ｔ Ｓ シ ス テ ム は 音 声 単 位 の 識 別 マ ー ク と そ の 継 続 時 間 長 と を Ｔ Ｔ
Ｖ Ｓ シ ス テ ム ５ ４ に 渡 し て 、 Ｔ Ｔ Ｖ Ｓ シ ス テ ム ５ ４ に 視 覚 的 な 音 声 の 動 き を 合 成 さ せ る 。
そ の 後 、 顎 の 動 き が Ｔ Ｔ Ｓ シ ス テ ム ５ ６ に よ っ て 生 成 さ れ た オ ー デ ィ オ 音 声 信 号 に 同 期 し
て 作 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 の 視 覚 的 な 音 声 の 調 音 と そ の オ ー デ ィ オ と の 同 期 の ア プ ロ ー チ 全 体 を 試
験 す る た め に 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に も と づ い て コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク に
よ っ て 作 成 し た 仮 想 ロ ボ ッ ト と 、 物 理 的 な ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の 両 方 を 用 い て 、 オ ー デ ィ オ
ビ ジ ュ ア ル な 文 を 合 成 し た 。 こ れ ら の 実 験 か ら 、 オ ー デ ィ オ と 調 音 さ れ た ビ ジ ュ ア ル な 音
声 と の 相 関 が 、 仮 想 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と ハ ー ド ウ ェ ア プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 両 者 で 保 存 さ れ
て い る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 述 の シ ス テ ム は 多 言 語 音 声 認 識 能 力 と オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 合 成 能 力 と を 有 す る
。 こ の 発 明 は こ の よ う な 多 言 語 シ ス テ ム に 限 定 さ れ ず 、 単 一 言 語 の シ ス テ ム と し て 実 現 す
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 今 回 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 は 単 に 例 示 で あ っ て 、 本 発 明 が 上 記 し た 実 施 の 形 態 の み に 制
限 さ れ る わ け で は な い 。 本 発 明 の 範 囲 は 、 発 明 の 詳 細 な 説 明 の 記 載 を 参 酌 し た 上 で 、 特 許
請 求 の 範 囲 の 各 請 求 項 に よ っ て 示 さ れ 、 そ こ に 記 載 さ れ た 文 言 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内
で の す べ て の 変 更 を 含 む 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 従 っ た シ ス テ ム ２ ０ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 の ロ ボ ッ ト 頭 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ロ ボ ッ ト 頭 部 の 顎 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 唇 の 外 側 輪 郭 の 開 口 高 さ で パ ラ メ ー タ 化 し た 垂 直 方 向 の 顎 の 動 き ｈ （ ｔ ） を 模 式
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的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 下 唇 が 左 に ゆ が ん だ 状 態 で の 、 横 方 向 の 顎 の 動 き α （ ｔ ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 下 唇 が 右 に ゆ が ん だ 状 態 で の 、 横 方 向 の 顎 の 動 き α （ ｔ ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 組 合 さ れ た パ ラ メ ー タ 化 唇 輪 郭 の 制 御 点 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 タ ー ゲ ッ ト 顎 位 置 と 、 モ ー タ の エ ン コ ー ダ か ら 読 取 っ た モ ー タ の 応 答 と を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ９ 】 開 口 （ 上 ） と オ ー デ ィ オ 波 形 （ 下 ） と を 同 時 に プ ロ ッ ト し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
２ ０ 　 オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 調 音 シ ス テ ム 、 ３ ０ 　 オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 コ ー パ
ス 、 ３ ２ 　 パ ラ メ ー タ 化 ユ ニ ッ ト 、 ３ ４ 　 音 声 単 位 か ら 口 の 軌 跡 へ の パ ラ メ ー タ マ ッ ピ ン
グ の デ ー タ ベ ー ス 、 ３ ６ 　 オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 音 声 生 成 シ ス テ ム 、 ４ ０ 　 音 素 － 視 覚 音
声 分 析 及 び セ グ メ ン ト 化 モ ジ ュ ー ル 、 ４ ２ 　 口 輪 郭 パ ラ メ ー タ 化 モ ジ ュ ー ル 、 ５ ０ 　 言 語
イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 ５ ２ 　 音 素 テ キ ス ト 応 答 生 成 部 、 ５ ４ 　 Ｔ Ｔ Ｖ Ｓ シ ス テ ム 、 ５ ６ 　 Ｔ
Ｔ Ｓ シ ス テ ム 、 ６ ０ 　 音 声 単 位 か ら の 軌 跡 合 成 部 、 ６ ２ 　 コ マ ン ド シ ス テ ム 、 ６ ４ 　 口 ア
ク チ ュ エ ー タ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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